




































































































図 1　回答カテゴリーの得点の布置（例　ラベルの 4_b は質問 4 の回答 b を表している）

























































































G1 G2 G3 G4 G5
1 年次生
度数 35 48 47 50 53 233
％ 15.0％ 20.6％ 20.2％ 21.5％ 22.7％ 100.0％
2 年次生
度数 32 46 41 51 49 219
％ 14.6％ 21.0％ 18.7％ 23.3％ 22.4％ 100.0％
3 年次生
度数 66 45 39 40 34 224
％ 29.5％ 20.1％ 17.4％ 17.9％ 15.2％ 100.0％
合　計
度数 133 139 127 141 136 676
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産社4  講演「就業体験マナー講座　職場のマナーと礼法について学ぶ」 0.263 0.350
産社5  就業体験 各々の職場での就業体験の準備から就業体験まで 0.233 0.299
産社7
 就業体験まとめと「就業体験発表」 「礼状作成ノートのまとめ」発表用レポートと原稿を完成さ せる。就業体験
を通じて学んだことをまとめ、発表する。
0.316 0.412





産社10  「ブドウ収穫体験」　ワインに使われるブドウを農場で収穫し、地元産業に触れる 0.243 0.350
産社11  「上級学校見学」で調べた学校について、体験レポートを作 成し、ポスター発表する 0.264 0.373
産社12  「労働者の義務と権利を学ぶ」 0.292 0.378
産社14  図書館司書の先生から「本の探し方」や「図書館の活用法」について学ぶ 0.223 0.297
産社15  図書館実習 市立図書館で本を借りブックレポートやポップを作成する 0.236 0.319
産社17  「ライフプラン作成ガイダンス」 本校卒業生の話を聞く 0.307 0.396
産社18 　ライフプランを作成し、グループ発表する 0.343 0.434
産社20  「産業社会と人間」学習発表会 学んだことをまとめ、発表し、聞き合う 0.309 0.391





C P 02   平和学習１ 講演会「きけわだつみのこえ」 0.108 0.127
C P 03  平和学習講演会　「ノーモアヒバクシャ・ノーモアウｵー」 0.159 0.218
C P 04  夏休み中に各自がテーマを設定した「平和に関するレポート」づくりと発表会 0.133 0.138
C P 05  平和学習2 平和に関する意見文・感想文を作成する 前回の講演をもとに作文を書いて、コンクールに応募する 0.113 0.126
C P 06  平和学習講演会 「平和学入門」 0.165 0.221
C P 07  「科目選択交流会」　３年生が下級生の科目選択に関わる質問に答え、より良い選択ができるようにする 0.211 0.261
C P 08  夏休み中のオープンキャンパスや就業体験学習 0.232 0.292
C P 09  「研修旅行」で上級学校・企業見学を行う 0.183 0.208
C P 10  「研修旅行」で平和学習やクラス別班別行動を行う 0.233 0.290














C D 05  模擬面接（個人、集団） 0.254 0.301
C D 06  模擬面接（グループディスカッション） 0.212 0.251
C D 07  主権者教育 選挙について今思っていることを生徒同士グループディスカッションする 0.239 0.283
C D 08  主権者教育 模擬投票を行う 0.282 0.321
C D 09  主権者教育 身近な大人とグループディスカッションにより意見交換 0.249 0.299
C D 10  ピアサポート（商工会コラボ） 地元商工会の方に講師をお願いし、各系列で地元企業を知るための講演を聞く 0.231 0.279
C D 11  総合研究発表準備を行い、クラス発表を行う 0.269 0.341
C D 12  総合研究発表会に参加する 0.385 0.466
相関係数
学習内容記号















































































































































































35.2% 47.3% 13.7% 1.3% 2.5% 100.0% 0.420
全国
N=3703
23.1% 53.7% 19.0% 3.8% 0.3% 99.9% －
B高校
N=691
36.9% 45.0% 15.9% 1.6% 0.6% 100.0% 0.472
全国
N=3703
31.7% 49.4% 15.0% 3.6% 0.3% 100.0% －
B高校
N=691
33.4% 52.0% 12.9% 1.0% 0.7% 100.0% 0.470
全国
N=3703
26.7% 52.6% 16.7% 3.4% 0.5% 99.9% －
B高校
N=691
34.4% 45.2% 17.4% 2.3% 0.7% 100.0% 0.485
全国
N=3703
28.9% 49.4% 17.2% 4.0% 0.5% 100.0% －
B高校
N=691
26.3% 47.6% 23.0% 2.2% 0.9% 100.0% 0.417
全国
N=3703
21.3% 52.0% 22.4% 4.0% 0.3% 100.0% －
B高校
N=691
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書道 7名、地歴公民 22名、商業 13名、国語 8名、





































































G5 G4 G3 G2 G1
１ 年 次 ⽣ ２ 年 次 ⽣ ３ 年 次 ⽣














































































































































































有意確率は、1年次と 3年次では 0.001、2 年次
と 3年次は 0.001 である。
5）	 服部次郎ほか「総合学科の在り方に関する調査
研究報告書」2012 年






8）	 Kruskal-Wallis 検 定 に よ る p 値 は 1 年 次
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14）	Mann-Whitney の U検定　p=0.011 で有意




What Kind of Strength of "Career Awareness" is related 
to Students’ Characteristics and Contents of Learning? :
Based on the Investigation of B High School in A 
Prefecture (3)
　In	 this	 paper,	 we	 attempted	 to	 create	 the	
scale	to	measure	strength	of	studentsʼ	“career	
awareness”.	Utilizing	 successive	 questionnaire	
surveys	 for	 students	 of	 B	 high	 school	 in	 A	
prefecture,	we	could	develop	the	5-stages	scale	
of	studentsʼ	career	awareness.
　As	 a	 result	 of	 analyzing	 using	 this	 scale,	









were	 not	 related	 to	 the	 height	 of	 career	
awareness
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